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【場所】小林市細野334‐4 宮崎小林コンタクトセンター

秘書センター株式会社

会社説明見学会＆面接相談会

【日時】

説明見学会だけでもOK！職場の雰囲気や仕事の仕方がわかります！

4月24日(火曜日) 1回目 午後 ３時
4月25日(水曜日) 2回目 午後 ６時
4月26日(木曜日) 3回目 午前１０時

【場所】 小林市細野334‐4（宮崎支社）

【お申し込み】 通話料無料0120‐723‐250まで

日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
まこてよかとこじ

ゃっど
まこてよかとこじ

ゃっど！

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc

株式
会社
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一緒に手話を
学びませんか？
小 林 人 ／
宮 崎 こ ば や し 熱 中 小 学 校 校 長
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原田 　男さん



小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
Vo
l.2
2

トラクターの整備をする有屋田さん。「農機の整
備士は若手が少ないので、やりがいや楽しさを
もっと広めていきたい」と話していました。

　
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
の
野
尻
農
機

セ
ン
タ
ー
に
勤
め
る
有
屋
田
晋

吾
さ
ん
、
20
歳
（
＝
南
西
方
）。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
の
整

備
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
機
械
い
じ

り
が
好
き
だ
っ
た
有
屋
田
さ
ん
。

高
校
は
小
林
秀
峰
高
校
機
械
科

で
、
機
械
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
「
進
路
で
車
の
整
備
士
か
悩
み

ま
し
た
が
、
家
が
農
家
だ
っ
た

こ
と
や
地
域
の
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
農

機
の
整
備
士
に
決
め
ま
し
た
」。

　

農
機
は
、
毎
年
の
よ
う
に
新

し
い
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
整

備
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
機
を
分
解
し
て
故
障
の
原

因
や
機
械
の
仕
組
み
が
分
か
っ

て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
。
何
よ

り
、
農
家
さ
ん
に
あ
り
が
と
う

と
言
わ
れ
る
と
き
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。
一
つ
一
つ
覚
え

て
農
家
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」。

一
つ
一
つ
勉
強
し
て
い
き

農
家
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い

ＪＡこばやし野尻農機センター

有
あ り や だ

屋田 晋
し ん ご

吾 さん（20）

Pickup Information

新燃岳噴火に関するお知らせ

防災

３月 15 日の噴火に
よる火山灰の降灰の
様子。

　新燃岳では、３月１日に噴火が発生しまし
た。３月 10 日には爆発的噴火が発生し、噴
煙は最高 4500 ㍍まで上がりました。上空か
らの観測によると火口内は溶岩で覆われ、火
口から北西部へ流出も確認されています。３
月 22 日現在、噴火警戒レベル３、警戒範囲
は３㌔となっています。
　市では、ホームページや防災・防犯メール
などで情報発信を行っています。メールの登
録をまだされていない人はぜひ登録をお願い
します。
●問：危機管理課（℡ 23‐1175）

Municipal
News

小林市が進める政策や

　　　　　　　事業を紹
介します

市政
ニュース

布団の処分が有料になります
　布団（敷布団、掛布団、こたつ布団など）は、
無料粗大ごみでしたが、４月１日から有料にな
ります。清掃工場に搬入する際、重量に応じて
お支払いください。その他の有料粗大ごみも下
の表のとおりです。ごみ分別虎の巻に掲載して
いる料金表と変更はありません。●問＝清掃工
場（℡ 24‐0959）、生活環境課（℡ 23‐8122）

無料 Wi-Fi を新たに設置

　市では、28 年度から大
規模災害発生時の情報通信
手段の確保や施設利用者の
利便性の向上のため、地
区体育館や公民館などに
Kobayashi City Wi-Fi サー
ビス（無料で利用できる
Wi-Fi）を整備しています。
29 年度新たに小林市地域・
観光交流センター（KITTO
小林）や TENAMU ビル 2 階交流スペースに
も整備を行い、現在市内 27 箇所で利用できま
すので、イベントでの活用などで是非ご利用
ください。利用できる施設や利用方法など、
詳しくは市ホームページで確認ください。市
ホームページは右上のＱＲコードからアクセ
スできます。
●問＝地方創生課（℡ 23‐1148）

情報通信網の整備

ごみの分別方法

斉藤慶子さん、ＮＯＢＵさん、越智一仁さんをふるさと大使に任命！

全国に小林をＰＲ！

　2 月 23 日（金曜）に、「こばやしふるさと大使」
の任命式が行われ、市出身の女優 斉

さ い と う

藤慶
け い こ

子さ
ん、シンガーソングライターの N

ノ ブ

OBU さん、
ンダモシタン小林の動画製作に携わったコミュ
ニケーションプランナーの越

お ち

智一
か ず よ し

仁さんの３人
が初代大使として任命されました。任命式では
市長から大使任命の委嘱状と『こばやしふるさ
と大使』と書かれたタスキ・名刺を贈呈。今後、
小林市の大使としてさまざまな場面で小林市を
PR していただきます。
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有料粗大ごみ料金表
重量（㌔） 料金
15 ㌔未満 無料

15 ㌔以上～ 25 ㌔未満 200 円
25 ㌔以上～ 35 ㌔未満 300 円
35 ㌔以上～ 45 ㌔未満 400 円
45 ㌔以上～ 55 ㌔未満 500 円

※以後、10 ㌔毎に 100 円加算します

　防災・防犯メール登録希望の人
は、スマートフォンのカメラ機能
で、右の QR コードから登録くださ
い。ＱＲコードを読み取れない人は

「t-kobayashi@sg-m.jp」あてに空
メールを送信ください。

防災・防犯メールに登録ください



【特集】小林市手話言語条例を施行します
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手
話
は
、
音
声
言
語
で
あ

る
日
本
語
と
は
異
な
り
、
手

指
や
体
の
動
き
、
表
情
を
使
っ

て
視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語

で
す
。
ろ
う
者
は
、
他
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
し
て
手
話
を
大
切
に
育

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
手
話
が

言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
や
手
話
が
使
用
で

き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ろ
う

者
は
、
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
難
し
く
、
多
く
の

不
便
や
不
安
を
感
じ
な
が
ら
生

活
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
平

成
18
年
に
採
択
さ
れ
た
「
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
や

平
成
23
年
に
改
正
さ
れ
た
「
障

害
者
基
本
法
」
で
手
話
が
言
語

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
動
き
を
契
機
に
、

全
国
的
に
手
話
を
必
要
と
す
る

人
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心

し
て
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
作
ろ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、

現
在
１
０
０
以
上
の
自
治
体
で

手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
も
、
手
話
の
理
解
と
普

及
、
ま
た
手
話
を
し
や
す
い
環

境
を
構
築
し
、
ろ
う
者
と
健
常

者
が
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
「
小
林
市
手
話
言
語
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
現

在
実
施
し
て
い
る
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
や
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
手
話
の
啓
発

や
普
及
を
進
め
る
た
め
、
事
業

者
や
学
校
で
手
話
に
関
す
る
講

話
を
開
催
す
る
な
ど
新
た
な
事

業
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民

や
事
業
所
な
ど
多
く
の
協
力
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
生
活

や
気
持
ち
、
必
要
な
支
援
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
あ
い
さ
つ
な
ど
簡
単
な

手
話
か
ら
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

INTERVIEW

写真㊤小林市手話通訳者派遣協会では、依頼を受
けたとき各種講演会などで手話通訳を行っていま
す。写真㊦今年のこばやし福祉推進大会では、園
児と手話講習会の生徒などが一緒に「365 日の
紙飛行機」を手話を交えながら歌いました

　

市
で
は
４
月
１
日
か
ら
「
小
林
市
手
話
言
語
条
例
」
を

施
行
し
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
の
理
解
と
広
が
り
を
も
っ
て
、

す
べ
て
の
市
民
が
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
制
定
す
る
も
の
。
今
回
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

手
話
は
ろ
う
者
が
大
切

に
育
ん
で
き
た
言
語

一緒に 手話を 学び ません か？

　私たちろう者は、会話したいという気持ちは
ありますが、相手に通じないことが多くありま
す。特に病院やスーパーでの買い物などでコ
ミュニケーションをとらないといけないときは
すごく大変です。また、耳が聞こえないことを
相手が知ったとき、迷惑そうな顔をされること
があり、それがすごく悲しいです。だからこそ、
手話言語条例を通して、障がい者への理解が少
しでも広まるとうれしいです。それでも、地域
や職場などできちんと理解してもらうことはむ
ずかしいと思っています。自分も積極的に動き、
目の前にある問題を１つ１つ解決していくこと
で理解を深めていきたいと思います。

　補聴器の販売などの仕事でろう者の方と接す
る機会が多かったので、２年前から講習会に通
い始めました。まだまだ、片言でしか会話はで
きません。しかし、それでもろう者の方に「少
し手話をやっています」と話しかけるとすごく
うれしそうな顔をしてくれて、それで私もうれ
しい気持ちになります。そのとき、手話を習っ
てよかったと心から思いました。講習会は先生
も生徒も楽しみながら勉強をしていて、仕事で
休みがちになった後でも通いやすい雰囲気で
す。自分のペースで通うことができたからこそ、
２年間続けてこれたのだと思っています。これ
からも、継続していきたいと思います。

手話でお互いが嬉しい気持ちになる

手話奉仕員養成講座の受講者とろう者の方にお話しを伺いました。

条
例
を
制
定
し

各
種
事
業
を
推
進

柞
ゆ ず き

木英
ひ で じ

治さん

手話奉仕員養成講習会
受講者

池
い け の う え

之上惠
け い こ

子さん

小林市手話通訳者派遣協会
副会長

当事者として積極的に取り組む

手
話
を
必
要
な
人
が

安
心
で
き
る
社
会
へ

簡
単
な
手
話
か
ら

覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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ろ
う
学
校
で
子
ど
も
た
ち

は
、
手
話
は
も
ち
ろ
ん
相
手
の

口
の
形
を
読
み
取
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
口
話
な
ど

も
勉
強
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

口
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
常

生
活
で
活
用
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
筆

談
で
の
会
話
も
で
き
ま
す
が
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
、ろ
う
者
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
手
話
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
手
話
が

社
会
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
今
の

と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
に
も

手
話
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
理

由
は
、
災
害
な
ど
緊
急
を
要
す

る
こ
と
が
起
き
た
と
き
に
備
え

る
た
め
で
す
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
ろ
う
者
は
警
報
な
ど

西諸聴覚障害者協会小林支部長
小林市手話通訳者派遣協会長 

徳
とくなが

永吉
きちろう

朗さん

INTERVIEWLET'S TRY 

手話奉仕員養成講習会
講師

　手話奉仕員養成講座では、みんなが楽しく学べ
るよう工夫をしています。野尻会場では、親子連
れで参加されている人もいます。簡単なあいさつ
を覚えるだけでもろう者にとっては、うれしいこ
とです。興味がある人はぜひ参加してください。

圖
ず し

師春
はるよし

義さん

手話サークル木の実会
会長

　手話を学ぶことは、ろう者に対する理解が深ま
るのはもちろん、相手の立場に立って物事を考え
る心も育まれていると感じています。その心が、
誰もが安心して暮らせるまちづくりにつながって
いくのだと信じています。

岡
おかはら

原直
な お み

美さん

が
聞
こ
え
な
い
た
め
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
と
き
、

普
段
か
ら
隣
近
所
の
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

て
い
な
い
と
助
け
合
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
手
話
が
で
き
る

人
が
１
人
で
も
地
域
に
い
る
こ

と
で
ろ
う
者
の
人
た
ち
は
社
会

参
加
し
や
す
く
な
り
、
も
し
も

の
と
き
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

手
話
言
語
条
例
の
施
行
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で

す
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
講

習
会
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
、
事

業
所
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
で

の
手
話
教
室
も
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
手
話
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ろ
う
者
の
皆

さ
ん
や
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
行
政
と

協
力
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

小
林
会
場

◆
開
講
日　

４
月
18
日
（
水
曜
）

◆
日
時　

毎
週
水
曜

▼
昼
の
部　

10
時
～
11
時
30
分

▼
夜
の
部　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

野
尻
会
場

◆
開
講
日　

４
月
17
日
（
火
曜
）

◆
日
時

　

毎
週
火
曜　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

手
話
は
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

災
害
発
生
時
に
備
え

ろ
う
者
の
社
会
参
加
を

皆
で
協
力
し
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

聴覚障がい者協会やボランティア団体の皆さんにお話を伺いました。日常生活でよく使う、簡単な手話 7 つを紹介します。

「手話を始める第一歩」手話講習会に参加しませんか？

枕をはずす動作
こぶしを顔の横
で下におろす。

「朝」も同じ手
話です。

時計の正午を表現
人さし指と中指をそろえ
て額に当てる。「昼」も同
じ手話です。

おはよう こんにちは

暗くなる
様子を表現
手のひらを前に
向けた両手を交
差させる。「夜」
も同じ手話です。

左手首に右手の
小指側を当てて
右手を上方へ動
かす。

こんばんは ありがとう

人さし指を左右
に動かす。表情
でも疑問の意味
を表す。

右手の手のひら
で胸を撫でおろ
す。

右手指先で右胸
の脇をはらいあ
げる。

分かった 分からないどうしたの？

手話は表情
も大切！



Ｔopicsこばやし
トピックス

まちのわだい

コース各地にはおもてなしを設置し、参加者と交流。なお、大会
はスポーツ振興くじの助成金を受け開催されました

霧島連山の絶景を眺めながら
ウオーキング楽しむ
　２月 24 日、25 日に第 20 回みやざきツー
デーマーチこばやし霧島連山絶景ウオーク
を開催しました。今年から会場を市中央ふ
れあい広場に移し、２日間で延べ 2,122 人
が参加。30 ㌔から５㌔までの８コースを、
参加者は霧島連山を眺めながら、思い思い
のペースで歩きました。

こすモ～丼は、宮崎牛やゴボウなどを使った牛丼で、味付けは焼肉の 
たれ風。「おいしい」「また食べたい」と生徒の箸が進んでいました

和牛生産団体が宮崎牛寄贈
市内小中学校の給食で提供
　２月 27 日、市内の和牛生産団体が宮崎牛
234 ㌔を寄贈しました。３月８日には、そ
の宮崎牛を使ったこすモ～丼を給食で提供。
地域の和牛農家も各小・中学校を訪れ交流
を深めました。和牛部連絡協議会の東梅住
男会長は「子どもたちの喜ぶ顔が私たちの
励みになります」と話していました。

TENAMU ビル訪問の様子。市も含めた全国の自治体での調査内
容は、政策提言など経済同友会の活動に反映されます

経済同友会が地方創生の
実態調査のため来市
　２月 28 日、（公社）経済同友会の地方創
生実態調査ワーキンググループが、市の地
方創生の取組を視察するために来市しま
した。てなんど小林総合戦略や観光 DMO
事業についてヒアリングを実施。その後、
TENAMU ビル、生駒高原やすきむらんど
など市内施設を視察しました。

田島さんは民間企業に所属し、東京大学地震研究所と共同で新燃
岳や硫黄山などの観測、研究を行っています

新燃岳噴火の状況を
写真やデータ使い説明
　３月 11 日、市民ジオ講座火山講演会

（霧島ネイチャーガイドクラブ主催）が
KITTO 小林で開催されました。火山学者
の田

た じ ま

島靖
や す ひ さ

久さんが登壇し、約 50 人が来場。
新燃岳の噴火の状況を写真や過去のデータ
を使い説明し、「今後も噴石などに注意し
てください」と講演しました。

8

こばやしＴopics
トピックス

地域の拠点がリニューアル

きずな協働体 西小林地区今月は、

取り組みを紹介しま
す

加
工
施
設
を
活
用
し
て
地
域

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
す

に
っ
こ
ば
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

女
性
部
会
長

大お
お
や
ま山 

竹た

け

こ子
さ
ん

　長い間、西小林地域の拠
点として活用してきた「西
小林地区公民館（旧槙原公
民館）」がこのほどリニュー
アルしました。市の元気
なまちづくり支援補助金

（ハード事業）を活用した
もので、農産加工施設２部
屋の新設や体育室にボルダ
リングを設置などのほか事
務室、トイレの改修などを
行いました。この内の１つ、

加工施設では、協議会女性
部を中心に地元農産物を活
用した加工品を開発し、製
造・販売していきます。東
京オリンピック新種目のボ
ルダリングの設備を設置し
た体育室は、５月の総会以
降にオープンする予定で
す。リニューアルした地域
拠点を中心にさらに特色の
ある地域のまちづくりを推
進していきます。

リニューアル後の外観

講演する木原さん。そのほか、事例発表やパネルディスカッショ
ンが行われ、来場者は福祉に関する理解を深めていました

「地域で助け合える体制を」
ご近所福祉を考えるつどい
　３月 17 日、ご近所福祉を考えるつどい
が文化会館で開催されました。「ご近所福
祉とは？」の演題で住民流福祉総合研究所
代表の木

き は ら

原孝
た か ひ さ

久さんが講演。地域の実態把
握をするためのマップ作りを提案し、「近
所でともに助け合える体制を作ることが大
切」と訴えていました。

左から前
ま え す ぎ

杉成
な る み

美支署長、肥後市長と児玉会長。今後、協議会へのく
くりわなの貸与や入林手続きの簡素化などが行われる予定です

シカ被害対策協定を締結
農林業への被害防止に期待
　３月 19 日、小林地区有害鳥獣駆除対策協
議会、宮崎森林管理署都城支署と市はシカ被
害対策協定を締結しました。農林業や生態系
の被害防止を図ることが目的。同協議会の児

こ

玉
だ ま

厚
あ つ お

夫会長は「官民一体で鳥獣対策を進めて
いけることをうれしく思う。協力して課題解
決を目指しましょう」とあいさつしました。
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まちのわだい

交通安全の下敷きと定規を寄贈 
　２月 23 日、県自動
車整備振興会小林支部
が教育委員会に交通安
全の下敷きと定規を
460 セット寄贈しまし
た。同会の小浦雄一理事は「子どもたちの交通安
全の教育に役立てていただければ」とあいさつ。
下敷きと定規は、市内新小学 1 年生に配布します。

在宅医療の推進を目指して 
　2 月 21 日、 西 諸 地
域在宅医療推進研修
会が開催されました。
170 人が来場し、鹿児
島市で長年、在宅医療
に携わっている五反田内科クリニック五

ご た ん だ

反田満
み つ ゆ き

幸
院長が登壇。実際の経験をユーモアを交えて話す
と、会場は共感する仕草や笑顔に包まれました。

在宅医療と介護連携の推進に向けて
　3 月 7 日、西諸地域
在宅医療介護連携講
演会が開催されまし
た。医療関係者ら 220
人が来場し、宮崎大学
医学部吉

よ し む ら

村学
まなぶ

教授が登壇。医療人、住民、行政
が三位一体となり取り組む必要性やこれからの
医療を担う若者たちの育て方を訴えていました。

小林看護医療専門学校初の卒業式
　３月２日、小林看護
医療専門学校の第１回
卒業式が文化会館で行
われました。看護科
37 人、医療秘書学科
4 人に卒業証書が渡され、看護師や医療秘書とし
ての第一歩を踏み出しました。卒業生の８割が
西諸地域の医療機関への就職が内定しています。

河川パトロールなどで功労表彰
　2 月 23 日、平成 29
年度大淀川流域学習
会で小林市河川浄化
等推進員の温

ぬ く み ず

水正
ま さ ゆ き

行
さんと永

な が い

井江
え み こ

美子さ
んに功労表彰が贈られました。10 年にわたり、
河川の監視やパトロールなど取り組んできたこ
とが認められ受賞しました。

准看護学校を 14 人が卒業 
　３月２日、西諸医師
会立小林准看護学校の
卒業式が行われまし
た。14 人の生徒が２
年間通い学んだ学舎に
別れ。生徒を代表し岩本彩華さんが「人の命を
預かる責任を自覚し、母校の誇りを胸に看護の
道を進んでいきます」と決意を述べました。

地婦連がカエルのお守りを寄贈
　３月９日、市地域婦
人連絡協議会が教育委
員会にカエルのお守り
を寄贈しました。お守
りは、市内新小学１年
生に配布。同会上原裕子会長は「子どもたちが
事故にあうことなく無事に『帰る』という願い
を込めてつくりました」と話していました。

医療と介護の連携推進を目指して
　3 月 6 日、第 5 回西諸
地域在宅医療介護連携
推進協議会が開催され
ました。医療、介護の
関係者が活用する入退
院調整ルールの第１版完成報告、活動経過報告や事
業計画などが提案され、今後も医療と介護の連携推
進を西諸一体となり取り組むことを確認しました。
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「
も
う
い
ち
ど
、
７
歳
の
目

で
世
界
を
…
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
全
国
７
ケ
所
で
開
校
さ
れ
て

い
る
大
人
の
社
会
塾
「
熱
中
小

学
校
」。
市
で
は
昨
年
４
月
に

九
州
で
初
め
て
「
宮
崎
こ
ば
や

し
熱
中
小
学
校
」を
開
校
し
た
。

　

同
校
で
校
長
を
務
め
る
の
が

原
田
■
男
さ
ん
、
61
歳
。
東
京

都
出
身
で
元
農
林
水
産
省
の
畜

産
部
長
、
現
在
は
一
般
財
団
法

人
畜
産
環
境
整
備
機
構
の
副
理

事
長
を
務
め
て
い
る
。

　
「
24
歳
か
ら
３
年
間
、
細
野

の
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
宮
崎
牧

場
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
妻

も
小
林
出
身
で
、
毎
年
小
林
を

訪
れ
て
お
り
、
田
舎
の
な
い
私

に
と
っ
て
は
ふ
る
さ
と
で
す
。

昔
か
ら
小
林
の
人
た
ち
が
大
好

き
だ
っ
た
の
で
、
校
長
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

　

地
方
創
生
や
地
域
活
性
化
を

目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
何
よ
り

大
切
な
の
は
人
材
だ
。

　
「
ど
ん
な
場
所
に
も
人
材
は

い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
に
出

る
と
学
び
の
場
や
仲
間
づ
く
り

の
場
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
熱
中
小
学

校
を
そ
の
よ
う
な
場
に
し
て
い

き
ま
す
」。

　

講
師
陣
を
見
て
も
、
熱
中
小

学
校
に
は
幅
広
い
知
識
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
全
国
で
活
躍
す
る

起
業
家
、
経
営
者
、
音
楽
家
や

大
学
教
授
な
ど
約
２
０
０
人
が

在
籍
。
ま
た
、
市
で
は
独
自
に

講
演
形
式
だ
け
で
な
く
、
講
師

と
の
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て

い
る
ほ
か
、
翌
日
に
は
講
師
と

と
も
に
市
内
観
光
地
な
ど
を
め

ぐ
る
「
大
人
の
遠
足
」
を
行
い
、

講
師
と
生
徒
、
ま
た
生
徒
同
士

の
つ
な
が
り
も
作
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
「
人
を
育
て
る
こ
と
が
ま
ち

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

小
林
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育

て
る
場
と
し
て
熱
中
小
学
校
を

活
用
し
て
ほ
し
い
」。

「
人
」
を
育
て
る
こ
と
は

「
ま
ち
」
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る

小
林
の
未
来
の
人
材
を
育
て
る
場
に

熱中小学校の第３期生を募集
中です。４月から９月までの
毎週第３土曜に開校。募集
人数は 80 人です。申し込
みは熱中小学校事務局（℡
0984‐48‐5558）まで。
また、熱中小学校ホームペー
ジからも申し込みできます。

原
は ら だ

田 
ひ で お

男 さん（61）

Vol.75
こばやしびと

宮崎こばやし熱中小学校　校長
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健康コーナー健康コーナー

　平成 19 年に横浜から帰省。小林は緑が多く目に優
しく空気もおいしいと実感。翌年に特定健診が始まり、
早速受診。それ以来欠かすことなく毎年受診していま
す。健診をきっかけに、かかりつけ医を持ちました。
また、栄養士による栄養指導を受け、野菜を多く取る
ようになり、健康に関心を持つようになりました。か
らだの中身は見えませんが、血液検査でいろいろ知る
ことができます。ぜひ皆さんも健（検）診を受けてほ
しいと思います。健（検）診の PR 活動など祭りのパ
レードに参加したり、市民の健康づくりを応援してい
ます。また、運動が大切なことを再認識し、小林ウォー
キングに参加。ツーデーマーチが小林市で開催される
ようになってから、運営委員としても活動しています。
やりがいのある仕事です。これからとってもいい季節。
皆さんもウォーキングを始めてみませんか？

健康の達人

健診がきっかけで、
かかりつけ医をもち、
ウォーキングに励む！

【極意】

知恵袋
元気の

病 院や健康診断で年に何回もレ
ントゲン検査を受けて、体へ

の放射線の影響を心配することがあ
ると思います。一般的に自然から受
ける放射線の量と比較しても、検査
で使われる放射線の量は低く抑えら
れています。日本人が一年間に受け
る自然放射線の量は約 2.4 ｍ

ミリシーベルト

㏜と言
われています。比較して胸のレント
ゲンは約 0.05 ｍ㏜、胃のバリウム検
査が約 0.6 ｍ㏜となります。CT 検査
の場合は約 6 ｍ㏜と高くなりますが、
放射線由来のがんの発生確率は 100
ｍ㏜受けると一生のうちで 0.5 ㌫変化
すると言われており、100 ｍ㏜以下で
は体への影響はほとんどありません。
ちなみに東京からニューヨークへ飛
行機で渡航すると宇宙線の影響で 0.1
～ 0.2 ｍ㏜の被ばくをするそうです。

がんなどの発病とは別に、レントゲ
ン検査によって髪が抜けたり妊娠中
の胎児に影響が出たりと言った心配
もありますが、どのぐらい量の放射
線を浴びたら髪や胎児へ影響が現れ
るかが判っています。レントゲン検
査ではこの量の何十分の 1 以下に抑
えてあります。胎児については妊娠
何ヶ月かで影響がでる放射線量が変
わってきますので、妊娠の可能性が
少しでもある場合は病院にてご相談
ください。このようにまったく体に
影響がないとは言えませんが、検査
による放射線の影響より患者さんの
利益が大きくなることを前提に、検
査により病気の早期発見や適切な治
療を受けるための手助けになります
ので、安心してレントゲン検査を受
けに来てください。

レントゲン
の影響
について

松
ま つ の

埜 岩
い わ お

男さん（74歳）

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

ヘルスメイトさんの

野菜レシピ

●作り方

①スナップえんどうは洗っ

　て筋を取り、ニンジンは

　短冊切りにしてゆでる

②茹でたら水気を切って、

　熱いうちにしょうゆをま　

　ぶして粗熱を取る

③固ゆで卵は粗くつぶして

　②に加えすりごま・マヨ

　ネーズで和えたらできあ

　がり

スナップえんどう
のたまごサラダ 小

鉢
１
皿
60
㌘

１
日
６
皿
食
べ
よ
う
！

市
立
病
院 

放
射
線
室　

診
療
放
射
線
技
師

斉さ
い
と
う藤　

淳
じ
ゅ
ん
い
ち一

子育て広場

安心安全情報

みんなで学ぶ

安心安全・子育て
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■みんなで学ぶ子育て広場では、子育てに関する悩み・相談を募集して
います。詳しくは、地方創生課（℡ 23‐1148）まで

交通事故発生状況

種別　　2 月　　累計   　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

21 40
63 154

0 1
22 41

563 （昨年同月比　ー 7）

＋ 1
＋ 7

－ 3
＋ 1

　± 0
　± 0
　＋ 1
　－ 4
＋ 41

火災・救急発生状況

種別　　  2 月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

0 2
1 2
0 １
0 2

184 382

春の全国交通安全
運動について

　春は、生活環境が変わる人が増え
る時期であり、多くの新入学生、新
入園児が新生活を向かえる時期で
す。このような時期には、ちょっと
した油断や不注意、地理の不案内な
どから交通事故が増加する傾向が
あります。交通安全意識の普及、交
通ルールや交通マナーの徹底などを
図るため、４月６日～ 15 日の 10 日
間、春の全国交通安全運動が実施さ
れます。交通事故を防止するために
は、一人一人が交通安全への意識を
高め、交通ルールを守ることが必要
です。そこで、右のことを心がけま
しょう。

自動車運転者
①緊張感を持った運転を②車間距離
は広めに③スピードは控えめに④ラ
イトは早めに点灯し、こまめに切替
を⑤特に子ども、高齢者、障がい者
に注意した運転を
歩行者
①横断歩道を渡り、急な横断、飛　
び出しをしない②夜間は、明るく目
立つ服装、反射材の着用を
自転車運転者
①夜間は必ずライトを点灯、早め　
にライト点灯を②スピードは控えめ
に③自転車も車両であると理解して
基本的な交通ルールを守る

材料（2 人分）

・スナップえんどう

　…120 ｇ

・ニンジン…10 ｇ

・しょうゆ…小さじ１

・固ゆで卵…１個

・すりごま…大さじ１

・マヨネーズ…大さじ１

交通事故の主な特徴
●脇見や安全不確認といった漫然運転が原因の交通事故が多い
●朝夕の時間帯の交通事故が多い
●高齢者と 20 歳代の年代の交通事故が多い
●交差点や駐車場内の交通事故が多い

　いよいよ４月から小学生。「初めて入
学する小学校生活を楽しめるかな」、「友
だちがたくさんできるかな」、「学校で
困ったとき先生にちゃんと言えるかな」
など、この時期は、新しい環境でうま
くやっていけるか期待や不安を抱いて
いる、保護者が多いのではないでしょ
うか。市教育委員会では、保護者の不
安を少しでも解消するために、「小林市
ハートほんわか子育て BOOK ２　いつ
もそばにいてくれてありがとう～あな
たは　私の宝物　小林の宝物～」を作
成し、新１年生の保護者へ配付してい
ます。その中から、入学前のお子さん

の心の安定を図るために、ご家庭で取
り組んでほしい、いくつかのチェック
項目を紹介します（下を参照）。
　新たな環境に向かう、この時期の子
どもは、心が不安定になりやすいです。
そこで、保護者にとって、あなたは大切
な存在なのだというメッセージを伝え、
子どもに安心感や信頼感をもたせ、心
の安定を図ることがとても大事になっ
てきます。家族との心ときめく時間が、
入学後、先生や友だちと一緒に楽しく過
ごすことへとつながっていきます。ぜ
ひ、大切な子どものために一緒に過ご
す時間をたくさんつくりましょう。

春
か
ら
新
１
年
生
！

ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
を

送
る
た
め
に
！

ご家庭で取り組んで欲しいチェック項目
□子どもをギュッと抱きしめるなど十分に甘えさせていますか。（「甘やかす」こ
　とではありません）
□外遊びや読み聞かせなど、親子で一緒に楽しむ活動をしていますか。
□あいさつや感謝の言葉など、親が思いやりのある言動に心がけていますか。
□お風呂場や寝る前など、子どもの話に耳を傾け、親が聞き上手になっていますか。

学
校
教
育
課

二に
の
か
た方
和か

ず
や也
指
導
主
事
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教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
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お 出 か け ガ イ ド
行ってみ よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。 ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
小
林
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
、
２
月
20
日
に
文
化

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
小
林
秀
峰
高
校
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
の
宮み

や
ぎ
ふ
う
た

城
風
太
選
手
が

「
今
回
の
受
賞
は
、
ひ
と
り
の
力
だ

け
で
は
な
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
監

督
、
コ
ー
チ
や
一
緒
に
頑
張
っ
て
き

た
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
成

し
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
よ
り
一
層
努
力
し
て
競
技
力
の
向

上
は
も
と
よ
り
心
身
と
も
に
成
長
で

き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

【
以
下
受
賞
者
・
敬
称
略
】

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

▼
新し

ん
ぷ
く福
一か

ず
お夫
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

▼
八や

か

し

ろ

ヶ
代
朝あ

さ

こ子
（
同
）
▼
柳や

な
ぎ
ば
し橋

昌ま
さ
か
ず一

（
同
）
▼
小こ

ま
え前

一か
ず
よ
し良

（
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
）

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

▼
宮み

や
ぎ城
風ふ

う
た太
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
：

小
林
秀
峰
高
校
）

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
指
導
者
賞

▼
池い

け
だ田

成な
り
あ
き


諒
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

▼
國く

に
ま
る丸

泰や
す
し


司
（
陸
上
）
▼
田た

の
う
え上

誠せ
い
い
ち
ろ
う


一
郎
（
同
）
▼
村む

ら
さ
き﨑

博ひ
ろ
み己

（
同
）

▼
福ふ

く
も
と元

昌ま
さ
き樹

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

▼
川か

わ
の野
敦あ

つ
し史
（
同
）
▼
山や

ま
し
た下
和か

ず
き樹

（
同
）
▼
百ひ

ゃ
く
た田

哲て
つ
ろ
う郎

（
同
）
▼
植う

え
ま
つ松

義よ
し
ふ
み文

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

▼
才さ

い
た田

吉よ
し
ひ
ろ弘

（
同
）
▼
若わ

か
ま
つ松

彩あ
や
か加

（
新
体
操
）
▼
安あ

ん
ど
う藤

春す
み
れ紫

（
同
）
▼

永な
が
の野

護ま
も
る

（
同
）
▼
日ひ

だ
か髙

祐ゆ
う
き樹

（
同
）

▼
中な

か
む
ら村

琢た
く
ま磨

（
柔
道
）

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
団
体

▼
小
林
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
軟
式
野
球
）
▼
小
林
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
）
▼
小
林
中
学
校
新
体
操
部

男
子
（
新
体
操
）
▼
小
林
高
校
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）
▼
小
林
高
校
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
同
）
▼
小
林
高

校
男
子
駅
伝
部
（
陸
上
）
▼
小
林
西

高
校
柔
道
部
（
柔
道
）
▼
小
林
秀
峰

高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
▼
小

林
秀
峰
高
校
新
体
操
部
（
新
体
操
）

▼
小
林
秀
峰
高
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
▼
小
林
秀

峰
高
等
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▼
小
林
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

▼
栄
球
會
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
▼
エ

ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）
▼
Ｙ
Ｏ
Ｕ
モ
ア
（
同
）
▼

伊
邪
那
美
（
同
）
▼
キ
ュ
ー
ト
（
同
）

▼
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
（
同
）
▼
け
や
き

（
同
）
▼
レ
ッ
ド
ブ
ル
（
同
）
▼
ス

マ
イ
ル
（
同
）
▼
ホ
ー
プ
（
同
）
▼

ロ
ザ
リ
オ
（
同
）
▼
伊
邪
那
美
（
同
）

▼
八
重
尾
信
夫
・
八
重
尾
清
美
ペ

ア
（
ミ
ニ
テ
ニ
ス
）
▼
コ
ス
モ
ス
小

林
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
▼
須
木
ボ
ー

ト
部
（
ボ
ー
ト
）
▼
ホ
タ
ル
2
チ
ー

ム（
ペ
タ
ン
ク
）▼
小
林
中
央
1
チ
ー

ム
（
同
）
▼
葵
チ
ー
ム
（
同
）
▼
一

番
星
チ
ー
ム
（
同
）

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
個
人

小
学
生
の
部

▼
赤あ

か
が
わ川
椎し

い
な名
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
：

野
尻
小
）
▼
石い

し
か
わ川

楓か
え
で

（
同
：
南
小
）

▼
瀬せ

と

や

ま

戸
山
稜り

ょ
う
と人

（
空
手
道
：
西
小

林
小
）▼
河か

わ
し
ま島

椿つ
ば
き（

陸
上
：
小
林
小
）

▼
永な

が
い井
侑ゆ

う
た太
（
同
：
同
）
▼
山や

ま
し
た下

晴は

る琉
（
同
：
同
）
▼
西に

し
の
は
ら

之
原
未み

ゆ
う悠

（
同
：
永
久
津
小
）

中
学
校
の
部

▼
﨑さ

き
や
ま山
輝て

る
や也
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
：

小
林
中
）
▼
藤ふ

じ
た田
あ
い
（
陸
上
：

紙
屋
中
）
▼
原は

ら
だ田

紗さ

き希
（
同
：
小

林
中
）
▼
吉よ

し
の野

喜き

な

こ

生
来
（
同
：
同
）

▼
中な

か
や
ま山
華は

な
こ子
（
同
：
同
）
▼
村む

ら
さ
き﨑

竜り
ゅ
う
の
す
け

之
輔
（
同
：
同
）
▼
鳥し

ま
お尾

隆り
ゅ
う
と登

（
同
：
同
）
▼
滝た

き
ぐ
ち口
俊と

し
ひ
と人
（
同
：
三

松
中
）

高
校
の
部

▼
古ふ

る
か
わ川

舞ま
い

（
柔
道
：
小
林
西
高
）

▼
平ひ

ら
も
と本

梨り

の乃
（
同
：
同
）
▼
平ひ

ら
も
と本

奈な

な々

（
同
：
同
）▼
川か

わ
の野

柚ゆ
ず
き季（

同
：

同
）
▼
冨と

み
み
つ満

秀し
ゅ
う
と斗

（
空
手
道
：
小

林
秀
峰
高
▼
大お

お
か
わ川
陸り

く

（
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
：
同
）
▼
宮み

や
じ路

涼り
ょ
う
ま慎

（
新
体
操
：

同
）
▼
大お

お
つ
か塚

慎し
ん
た
ろ
う

太
郎
（
同
：
同
）

▼
中な

か
の野

辰た
つ
や哉

（
同
：
同
）
▼
田た

ば
た畑

圭け
い
す
け祐

（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
：

小
林
秀
峰
高
）
▼
殿と

の
と
こ
ろ所

磨ま

や夜
▼

池い
け
じ
ま島

旺お
う
が我

（
同
：
同
）
▼
藺い

む

た

牟
田

宵し
ょ
う
き響（

同
：
同
）▼
小こ

ば
る原

拓た
く
み美（

同
：

同
）
▼
宮み

や
は
ら原

翔し
ょ
う
か
く角

（
同
：
小
林
高
）

▼
中な

か
た
け武
涼り

ょ
う

（
同
：
同
）
▼
大お

お
し
た下

誠せ
い
や也
（
同
：
同
）
▼
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
紫し

お
ん音

（
同
：
同
）
▼
久く

ぼ保
美み

な
み波
（
同
：
同
）

▼
横よ

こ
や
ま山

亜あ

み美
（
同
：
同
）
▼
宮み

や
ご
え越

由ゆ

い依
（
同
：
同
）
▼
吉よ

し
ぞ
の薗

栞し
お
り

（
陸

上
：
同
）
▼
緒お

が
た方

俊し
ゅ
ん
す
け亮

（
同
：
同
）

▼
田た

な
か中
康こ

う
せ
い靖
（
同
：
同
）
▼
中な

か
む
ら村

六り
ゅ
う
た田
（
同
：
同
）

一
般
の
部

▼
小お

が
わ川
結ゆ

う
き生
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）
▼

鎌か
ま
た田
美み

わ環
（
陸
上
）
▼
大お

お
や
ま山
和か

ず
ひ
こ彦

（
同
）
▼
永な

が
の野
仁ひ

と
み美
（
同
）
▼
鵜う

の
き木

義よ
し
ゆ
き幸

（
水
泳
）
▼
小お

が
わ川

利と
し
ひ
ろ廣

（
同
）

ＳＰＯＲＴＳ
平成 29 年度小林市体育協会スポーツ賞表彰式

謝辞を述べる宮
み や ぎ

城風
ふ う た

太さん

すきむらんど滝まつり 2018
ゴールデンウイークのお出かけに 鯉のぼり作りや竹細工体験など

GW鯉のぼりウイーク

　法務専門監（法曹有資格者）による法律講
座を開催します（年８回）。今年度は実践編で、
第１回のテーマは「相続（遺産分割の方法）」
です。●日時 = ４月 21 日（土）14 時～ 17
時●場所＝中央公民館●参加費＝無料●対
象＝市内在住、在勤、在学の人●定員＝ 30
人（申込多数の場合抽選）●申込締切＝４
月 17 日（火）●申込方法＝電話で申込くだ
さい。●申・問＝市民課（℡ 23‐1141）

市民法律講座を開催します
法律を学びより豊かな生活に 生駒高原に咲き誇るポピー

　生駒高原にピンク色や黄色のアイスラン
ドポピー、オレンジ色のカルフォルニアポ
ピーなどが咲き誇ります。●日時＝４月 21
日（土）～５月 20 日（日）９時～ 17 時●
場所 = 生駒高原●入場料 = 高校生以上：600
円、中学生：300 円、小学生以下：無料●問
＝生駒高原（℡ 27‐1919）

生駒高原ポピーまつり 2018

　「すきむらんど」で、ゴールデンウイー
クに滝まつりを開催します。会場では、魚
のつかみどりや物産市、ステージイベント
など楽しいプログラムが盛りだくさん！ぜ
ひお越しください。●日時 = ５月５日（土
曜）10 時～ 15 時●場所＝すきむらんど●
問＝すきむらんど（℡ 48‐2480）

　●日時 = ５月３日（木）～５月６日（日）
10 時～ 15 時（５月５日は除く）●場所＝
すきむらんど●内容＝カヤック体験、竹細
工体験、鯉のぼり作り、フリーマーケット、
スタンプラリーなど（日程により行わない
ものもあるので、詳しくは問い合わせくだ
さい）●問＝すきむらんど（℡ 48‐2480）



心の花びら

つ
く
し
ん
ぼ
寄
り
そ
う
姿
母
と
子
や　

小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子

日
差
し
よ
し
探
し
て
み
る
か
つ
く
し
ん
坊　

小
林
合
歓
の
会　

清
水
勝

吉
都
線
新
芽
ふ
ぞ
ろ
い
い
ず
い
ず
こ　

小
林
合
歓
の
会　

吉
川
美
子

土
筆
狩
り
薬
味
の
ほ
ど
を
い
た
づ
け
り　

小
林
合
歓
の
会　

前
田
美
知
代

ひ
び
き
合
う
微か

ぜ風
に
水
音
れ
ん
げ
草　

東
脇
哲
郎

不
念
な
り
我
の
住
所
は
枯
ひ
な
も
り
園芒

／
朝
食
に
あ
目

礼

い
さ
つ
し
て
も
馬認

知

症
の
耳　

上
久
保
年
治

ひ
め
く
り
と
打
撲
の
体
と
か
け
っ
く
ら
べ
う
す
ら
ぎ
行
く
日
を
指
折
り
な
が
ら　

渡
辺
ミ
ヱ
子

癒
し
く
れ
る
霧
島
連
山
新
燃
岳
自
然
の
怖
さ
を
見
せ
つ
け
お
る　

山
茶
花

広
報
紙
の
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ

ビ
ル
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

記
事
を
読
ん
で
、
小
林
に
こ
う

い
う
場
所
が
で
き
た
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
く
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、

孫
を
連
れ
て
行
っ
た
り
と
多
機

能
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
近

い
う
ち
に
行
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｓ
＝
北
西
方
）

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
は

子
ど
も
が
い
る
の
で

よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
便
利
な
施
設
だ
と
思
う
し
、

木
育
に
関
し
て
は
、
日
南
ま
で

遊
び
に
行
っ
て
い
た
の
で
心
か

ら
喜
ん
で
い
ま
す
。

（
う
さ
ぎ
＝
北
西
方
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
交
流
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
連
日
た
く
さ
ん

の
方
が
来
場
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
で
小
林
を
盛

四
方
山
話
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画：友安よーいち
第 47 話「花より団子？？？」

編集後記

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
ご
近
所
福
祉
を
考

え
る
つ
ど
い
」。
講
師
の
木
原

さ
ん
は
、「
福
祉
の
現
場
で
は
、

人
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

今
後
、
よ
り
重
要
に
な
る
の
は

ご
近
所
で
の
助
け
合
い
」
と
訴

え
て
い
ま
し
た
。
手
話
の
特
集

で
も
、
徳
永
会
長
が
「
ろ
う
者

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
地
域
社
会
へ
の
参
加
が

必
要
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
誰

も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
築
い
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
力
が
必
要
不

可
欠
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

実
感
。「
ま
ず
は
あ
い
さ
つ
か

ら
」。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
森
本
潤
葵
）

①すくすく（3 歳未満）
　お子さんの写真に名前、
ふりがな、性別、誕生日、
住所、保護者名を添えて、
送付ください。
※すぐには掲載できない場
合があります。
②よもやまトーク
　広報紙の感想や最近思う
ことなど。
③心の花びら
　短歌や俳句など。
④疑問質問Ｑ＆Ａ
　わからないことやちょっ
とした疑問、気付いたこと
など。
※いずれも氏名・住所・連
絡先を記入ください。左頁
の広報クイズにもレッツト
ライ !!

【送付先】
・地方創生課
〒 886-8501 小林市細野 300 番地
℡ 23‐1148
ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

お
は
ん
な
、
何
を

し
よ
っ
と
や
？

お
花
見
は

楽
し
い
モ
～
♪

ま
こ
ち
、
こ
す
モ
～
は

花
よ
り
団
子
や
っ
ど
。

こ
れ
が
ホ
ン
ト
の

「
花
よ
り
団
子
」

だ
モ
～
♪

そ
、
そ
れ
は

違
う
モ
～
！

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●

や
っ
ぱ
い
元
気
が
よ
か
の

腰
痛
予
防
「
お
腹
の
筋

力
」
の
記
事
を
読
ん
で
、
す
ご

く
役
に
立
ち
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
さ
く
ら
待
ち
人
＝
神
奈
川
県
）

　

生
活
す
る
う
え
で
腹
筋
は
と

て
も
大
切
で
す
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
継
続

し
て
く
だ
さ
い
。●

い
つ
も
、
新
し
い
広
報
が

届
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
あ
た
た
か
く
な
り

は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

が
次
々
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
広

報
を
読
ん
で
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
モ
ネ
マ
マ
＝
真
方
）

　

広
報
紙
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
参
加
し
み

て
く
だ
さ
い
！

クイズの答
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　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 62 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 地方創生課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（広報こばやし№145　2018.4 月号）

問題：特集「一緒に〇〇を学びませんか？」
◆ヒント：4 ページから探してください。
クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・住所・氏名・電話
番号を明記して応募してください。
今月は、抽選で５人に

「西諸弁ポスター切手＆ポストカード」をプレゼント。
【締切】4 月 20 日（金曜）〔当日消印有効〕
応募は一人１枚まで。広報こばやし 3 月号のクイズの答えは

「新庁舎」でした。抽選の結果、正解者の 10 人に景品を贈り
ました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市地方創生課広報
FAX：23 － 6650　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

　人のうごき（小林市の人口）
人口

男
女

平成 30 年 3 月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４５，００２人
２０，８１８人
２４，１８４人

（＋ 2、－ 5）

（－ 31、－ 561）
（－ 13、－ 239）
（－ 18、－ 322）

世帯数 １９，５８8 世帯

※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

すくすくSUKUSUKU

平成 29 年 11 月 7 日生

お姉ちゃん・お兄ちゃんの愛情をいっぱい受
けて、こらからも元気に育ってね♡
その笑顔が大好きです。
父：良嗣　母：麻弓

甲
か い

斐 新
あ ら た

大 くん

そ
い
は

意
味
が
違
ご
ど

平成 29 年 3 月 21 日生

いつもニコニコ笑顔の桜ちゃん !!
かわいい笑顔にみんなが癒されてるよ♡
お兄ちゃんと仲良く遊んでね !!
父：拓也　母：結花

小
お が わ

川 桜
さくら

 ちゃん

平成 26 年 12 月 31 日

元気いっぱいの結星くん !!
また公園でいっぱい遊ぼうね !!
よいどんと仲良く遊んでね !!
父：拓也　母：結花

小
お が わ

川 結
ゆうせい

星 くん



　

県
内
就
職
率
の
向
上
を
目
的
に

多
く
の
事
業
に
取
り
組
む
、
み
や

ざ
き
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
地
元
定
着
推
進
室

で
は
、
企
業
と
学
生
と
が
気
軽

に
ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て
、「
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
」
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
企
業
と
学
生
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
お

互
い
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

人
材
を
求
め
る
企
業
の
皆
様
、
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
対
象
企
業

　

市
内
の
事
業
所
で
、
人
材
を
求

め
る
企
業
。

◆
開
催
場
所

　

宮
崎
大
学
内
「
地
域
デ
ザ
イ
ン

棟
」
ま
た
は
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
」

◆
開
催
日
時

　

平
日　

15
時
～
19
時

◆
募
集
期
間　

随
時　

※
一
回
の
開
催
に
つ
き
、
概
ね
3

　

社
か
ら
5
社
の
参
加
と
な
り
ま

　

す
。

◆
参
加
費
用　

５
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
い
た
だ
く
か
、

申
込
書
を
商
工
観
光
課
窓
口
へ
提

出
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
商

工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
申
・
問

・
み
や
ざ
き
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
地
元
定
着

　

推
進
室
（
宮
崎
大
学
内
）

　

℡
０
９
８
５
‐
58
‐
７
８
６
８

・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

P O S T　C A R D

感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

▼▼

募　

集

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

移ろう季節と西天の賑わい

天空の羅針盤

　この日、辺りが闇に包まれようかとする午後
８時。西の空に冬を代表する星座や星々が集まっ
ています。春へ移ろう星空の象徴的な景気です。
高度が高くなりつつある金星。冬を代表する星
団すばる。そして新月から４日目を迎えた月が
三角形を作っていますね。地球の照り返しでお
月様の暗いところが薄 ( うっす ) らと見えてい
ます。おうし座のアルデバランが目立っていま
すがその周りも星団ヒヤデスのおかげで賑やか。
冬を名残惜しむように少し傾いたオリオン座。
星空が春を知らせてくれています。

【お知らせ】今月の観望会は毎週土・日と３０日
【この日は要予約】の２０時～、２１時～。昼間
が１日（日 ) ～８日 ( 日 ) および ２８日 ( 土 ) ～
３０日 ( 月 ) の１４時～１５時。休館は毎週火曜。

4 月 19 日午後８時の西天

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１8 年　4 月１日号おしらせ

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的と
した統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。調査結果は中
小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。調査
時点は平成 30 年 6 月 1 日。調査票へのご回答をお願いします。
◆対象　従業者４人以上の全ての製造事業所
●問　企画政策課　℡ 23‐0456

平成 30 年工業統計調査を実施します

　

小
林
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
で
は
平
成
30
年
度
の
新
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
当
協
会
は
、
主

に
市
内
の
文
化
財
ガ
イ
ド
を
行

い
、
市
内
の
児
童
や
一
般
の
人
た

ち
が
郷
土
の
歴
史
、
文
化
財
、
自

然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
よ
り

郷
土
へ
の
愛
着
を
抱
い
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市

内
の
歴
史
や
ガ
イ
ド
手
法
に
つ
い

て
月
一
回
程
度
定
期
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
安

心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
多
数
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
、
健
康
な
人

※
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
年
会
費　

１
５
０
０
円

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

今
年
度
も
み
や
ざ
き
県
民
総
合

ス
ポ
ー
ツ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

競
技
種
目
は
競
技
の
部
48
競
技
、

交
流
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部

12
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
開
催
日

　

６
月
２
日
（
土
曜
）

　
　
　

３
日
（
日
曜
）

※
競
技
種
目
に
よ
っ
て
、
開
催
日

　

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
参
加
資
格

　

市
内
在
住
の
人

◆
申
込
方
法

　

各
競
技
団
体
事
務
局
ま
た
は
、

市
体
育
協
会
事
務
局
（
市
民
体
育

館
内
）
受
付
窓
口
で
申
込
で
き
ま

す◆
申
込
締
切

　

４
月
20
日
（
金
曜
）

●
問

・
市
体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
課
内
）

　

℡
・　

23
‐
６
１
１
６

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
海
外
生
活
を
通

し
て
異
文
化
交
流
を
体
験
し
、
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
9
コ
ー
ス
の
海
外
研
修
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

お
ひ
と
り
で
参
加
さ
れ
る
方
、
初

め
て
海
外
に
行
か
れ
る
方
に
も
多

数
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

事
前
研
修
会
等
を
通
し
て
仲
間
作

り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

学
生
時
代
に
海
外
生
活
を
体
験
す

る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ー
ス

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
・
カ

ナ
ダ
コ
ー
ス
・
サ
イ
パ
ン
コ
ー
ス
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ー
ス
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ィ
ジ
ー

コ
ー
ス

◆
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
体
験
活
動
、

英
語
研
修
、
文
化
交
流
、
地
域
見

学
な
ど

◆
日
程

　

7
月
26
日
（
木
曜
）

　
　

～
8
月
16
日
（
木
曜
）

※
8
～
18
日
間
（
コ
ー
ス
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
）

◆
対
象

　

小
学
3
年
生
～
高
校
3
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異

　

な
り
ま
す

◆
定
員

　

各
コ
ー
ス
10
人
～
25
人

※
コ
ー
ス
に
よ
り
定
員
が
異
な
り

　

ま
す
。

◆
参
加
費

　

24
・
８
万
円
～
59
万
円

※
5
月
21
日
ま
で
の
申
込
で
1
万

　

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
締
切

　

5
月
22
日
（
火
曜
）
ま
た
は
、

6
月
8
日
（
金
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
申
・
問
・
資
料
請
求

・（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
　

03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
４

　
　

info@
kskk.or.jp
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小
林
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会

▼▼
講
座
・
催
し

２０１8 年　4 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

小
学
3
年
生
～
高
校
生

の
た
め
の
夏
休
み
海
外

研
修
交
流
事
業

～一般書籍～

『会社では教えてもらえない
上に行く人の報連相のキホン』

著者：車塚　元章
発行：すばる舎

～児童書～

『さくらいろのランドセル』
作：さえぐさ　ひろこ
絵：いしい　つとむ

発行：教育画劇

～一般書籍～

『モモコとうさぎ』
著者：大島　真寿美

発行：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

細野小５年
瀬
せ と や ま

戸山 彩
あ や め

芽さん

私
の
お
す
す
め
！

『りゆうがあります』

作・絵：

ヨシタケ　シンスケ

発行：ＰＨＰ研究所

読んだ感想

主人公がピンチになっ

た時、考えつく理由に

大笑いしました。 細野小５年
瀬
せ と や ま

戸山 彩
あ や め

芽さん

平
成
30
年
度
み
や
ざ
き

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

Fax

FaxMail



　

本
、広
報
誌
、議
会
だ
よ
り
（
は

な
み
ず
き
）
な
ど
の
内
容
を
音
声

で
録
音
し
、
目
の
不
自
由
な
人
に

情
報
提
供
す
る
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

◆
内
容

　

講
習
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
可
能
な
人
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
人

◆
講
習
期
間

　

平
成
30
年
5
月

　
　

～
平
成
31
年
3
月

　

毎
月
第
２
・
４
土
曜

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
開
講
式

▼
日
時

　

5
月
12
日
（
土
曜
）

　

13
時
30
分
～

▼
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
締
切

　

開
講
式
当
日
ま
で

●
申
・
問

・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

℡
23
‐
３
４
９
８
（
水
間
）

　

℡
23
‐
２
３
４
９
（
堀
之
内
）

　

小
林
市
赤
十
字
奉
仕
団
が
、
救

急
法
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
講

習
会
に
参
加
し
て
、
大
切
な
人
の

い
の
ち
を
守
る
知
識
と
技
術
を
習

得
し
ま
せ
ん
か
。

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

◆
日
程

　

5
月
12
日
（
土
曜
）

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
和
室

◆
内
容

①
赤
十
字
救
急
法
に
つ
い
て

②
手
当
の
基
本

③
一
次
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
法
・

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
除
細
動
・
気

　

道
異
物
除
去
）

◆
費
用  

教
材
費
１
５
０
０
円

※
講
習
会
終
了
後
に
、
学
科
・
実

　

技
検
定
を
行
い
、
合
格
者
に
は

　
「
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認

　

定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

◆
対
象

　

救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

◆
日
程

　

5
月
13
日
（
日
曜
）

　
　
　

19
日
（
土
曜
）

　
　
　

26
日
（
土
曜
）

　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

※
３
日
間
す
べ
て
の
受
講
が
必
要

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
和
室

◆
内
容 

①
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
に
つ
い

　

て
②
症
状
と
手
当
（
急
病
・
け
が
）

③
包
帯
法
・
止
血
法　

④
骨
折
の
手
当
（
固
定
法
）・
搬
送
・

　

救
護

◆
費
用

　

教
材
費
１
７
０
０
円

※
救
急
法
基
礎
講
習
と
両
方
受
講

　

の
場
合
は
、
３
２
０
０
円

※
講
習
会
終
了
後
に
学
科
・
実
技

　

検
定
を
行
い
、合
格
者
に
は
「
救

　

急
法
救
急
員
認
定
証
」
を
交
付

　

し
ま
す
。

共
通
事
項

◆
定
員　

各
20
人

※
両
方
と
も
に
定
員
20
名
で
、
事

　

前
申
込
が
必
要
で
す
）

◆
申
込
締
切　

5
月
7
日
（
月
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

20

文化の足跡

　西郷隆盛は、明治 10 年の西南戦争時
に時任為英宅に 2 度宿泊しています。一
度目は、人吉本営が陥落する前の 5 月
29 日にいち早く小林に入り時任家で一泊
したのち、宮崎へ向かっています。二度
目は、延岡の和田越決戦で敗北し解散命
令を出した後、山中を逃げ須木の川添源
左衛門宅で一泊したのち 8 月 28 日に再
び時任宅に宿泊しています。一度だけで
なく、官軍に制圧された後も西郷隆盛を
匿うように宿泊させた時任為英、二人の
関係性が偲ばれます。西郷隆盛は二度目
の宿泊の際、お礼として座布団の下に身
に付けていた金時計を置いて鹿児島に向
かったとの逸話も残っています

『時任為英宿営地』
～西郷どんとこばやし Vol.1 ～

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

　
「
あ
ふ
れ
る
好
奇
心　

仲
間
と

に
こ
に
こ　

し
あ
わ
せ
探
し
」

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

◆
学
習
内
容

　

西
郷
ど
ん
講
座
・
ハ
ー
ブ
講
座
・

手
話
講
座
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座
・

視
察
研
修　

ほ
か

◆
日
程

　

５
月
～
平
成
31
年
２
月

　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

９
時
30
分
～
12
時

※
都
合
に
よ
り
開
催
日
・
時
間
を

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
場
所

　

中
央
公
民
館
会
議
室　

ほ
か

◆
受
講
料　

１
０
０
０
円

※
教
材
費
、
食
費
、
保
険
料
な
ど

　

は
別
途
個
人
負
担
で
す
。

◆
定
員　

40
人

◆
申
込
期
間

　

４
月
２
日
（
月
曜
）

　
　

～
４
月
23
日
（
月
曜
）

◆
申
込
方
法

　

社
会
教
育
課
で
直
接
申
し
込
む

か
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
開
級
式

　

５
月
８
日
（
火
曜
）
予
定

※
詳
し
く
は
受
講
者
に
ハ
ガ
キ
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
・
問 

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
楽
し
く
汗
を
流
し
交
流

を
深
め
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　

5
月
8
日
（
火
曜
）

　
　

～
6
月
26
日
（
火
曜
）

　

毎
週
火
曜
（
全
8
回
）

　

20
時
～
22
時

◆
場
所

　

市
民
体
育
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
独
身

の
人

◆
費
用　

１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
・
シ
ャ
ト
ル

　

代
は
別
途
必
要
で
す
。
ラ
ケ
ッ

　

ト
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

◆
申
込
締
切

　

4
月
24
日
（
火
曜
）

◆
申
込
方
法

　

社
会
教
育
課
で
直
接
申
し
込
む

か
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

書
道
講
座

　

初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
道
具
一
式
購
入

で
き
ま
す
。

◆
日
程

　

5
月
22
日
（
火
曜
）

　
　

～
8
月
7
日
（
火
曜
）

　

毎
週
火
曜
（
全
12
回
）

　

14
時
～
16
時　
　
　
　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人　
　

◆
費
用

　

参
加
料
１
５
０
０
円

※
教
材
費
が
別
途
必
要
で
す
。

◆
定
員　

15
人　

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

◆
申
込
締
切

　

5
月
11
日
（
金
曜
）

◆
申
込
方
法

　

教
育
部
須
木
分
室
に
直
接
申
し

込
む
か
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

陶
芸
講
座

　

手
び
ね
り
や
ロ
ク
ロ
を
ま
わ
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
鉢
や
皿
な

ど
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程

　

5
月
31
日
（
木
曜
）

　

6
月
14
日
（
木
曜
）

　

10
時
～
12
時　
　
　
　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人　
　

◆
費
用

　

参
加
料
５
０
０
円

※
材
料
代
が
別
途
必
要
で
す
。

◆
定
員　

12
人　

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

◆
申
込
締
切

　

5
月
21
日
（
月
曜
）

◆
申
込
方
法

　

教
育
部
須
木
分
室
に
直
接
申
し

込
む
か
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
・
問

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６　
　

元
気
カ
レ
ッ
ジ

「
し
あ
わ
せ
学
園
」

　災害や身近な防犯情報
をお届けする「小林市防
災・防犯メール」。登録希
望の人は、携帯電話やス
マートフォンのカメラ機
能で、右の QR コードを
読み取り、受信メールに
従い登録をお願いします。
登録したのに、メールが届かない人は、防災メー
ルなどを受信できない設定になっている場合が
考えられます。「t-kobayashi@sg-m.jp」から
のメールを受信できるよう携帯電話から設定す
るか、最寄りの携帯電話の販売店にて受信設定
を行ってください。
●問　危機管理課　℡ 23‐1175

防災や防犯に役立つ情報届けます
小林市防災・防犯メール

QR コード
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音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

Kobayashi City Wi-Fi サービス
　市では、地区体育館や公民
館などの 27 ヶ所に無料で利
用できる Wi-Fi を整備してい
ます。詳しくは市ホームペー
ジを確認ください。ホームペー
ジは上の QR コードからアクセスできます。
●問・地方創生課 ℡ 23‐1148

書
道
講
座
・
陶
芸
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１8 年　4 月１日号おしらせ２０１8 年　4 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ



　

知
っ
た
そ
の
日
か
ら
つ
い
誰
か

に
教
え
た
く
な
る
真
常
識
。

◆
日
時

　

５
月
９
日
（
水
曜
）

　
　

～
９
月
12
日
（
水
曜
）

　

毎
月
第
2
水
曜　

全
５
回

　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館 

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

◆
内
容

　

正
し
い
歩
き
方
、
痛
み
や
し
び

れ
改
善
の
知
識
習
得
な
ど

◆
費
用

　

１
０
０
０
円

※
材
料
代
が
別
途
必
要
な
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

４
月
24
日
（
火
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

９
時
～
17
時

※
土
日
、
祝
日
除
く

●
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

簡
単
に
楽
し
め
る
ミ
ニ
テ
ニ
ス

の
基
礎
を
体
得
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

５
月
９
日
（
水
曜
）

　
　

～
６
月
27
日
（
水
曜
）

　

毎
週
水
曜

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
会
場

　

真
方
地
区
体
育
館

◆
定
員　

15
人
程
度

◆
参
加
費

　

１
０
０
０
円
（
保
険
代
等
）

◆
申
込
締
切　

4
月
20
日
（
金
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

ラ
ケ
ッ
ト
は
、
期
間
中
貸
与
し

ま
す
。

●
申
・
問

・
小
林
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会

　

℡
・　

23
‐
７
２
０
１

　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
フ
ト
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
）
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
専

門
講
師
が
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま

す
。

◆
コ
ー
ス

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
社
内
・
社
外
文
書
作
成

講
座
／
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
関
数
講
座
Ⅰ

　

５
月
22
日
（
火
曜
）

　
　

～
６
月
７
日
（
木
曜
）

　

６
回
コ
ー
ス

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
関
数
Ⅰ
～
Ⅱ　

　

５
月
22
日
（
火
曜
）

　
　

～
６
月
28
日
（
木
曜
）

　

12
回
コ
ー
ス

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
関
数
活
用
講
座
Ⅱ　

　

６
月
12
日
（
火
曜
）

　
　

～
６
月
28
日
（
木
曜
）

　

６
回
コ
ー
ス

◆
申
込
締
切

　

５
月
８
日
（
火
曜
）

◆
定
員

　

各
コ
ー
ス
10
人

※
５
人
未
満
の
場
合
は
開
講
で
き

　

ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

　

各
コ
ー
ス
無
理
な
く
学
べ
ま

す
。
日
程
・
内
容
・
費
用
等
に
つ

い
て
は
、
下
記
の
訓
練
校
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校　

　

℡
23
‐
６
８
０
０　
　
　

　

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
地
域
で
自
主
的
に
児
童
福
祉

活
動
を
行
う
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
活
動
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象

　

次
の
組
織
、
運
営
体
制
の
地
域

活
動
ク
ラ
ブ
や
母
親
ク
ラ
ブ
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
対
象
で
す
。

①
組
織
の
会
員
が
概
ね
30
人
以
上

②
会
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
、
副

　

会
長
、
委
員
な
ど
の
役
員
を
置

　

き
、
運
営
は
会
員
の
協
議
に
よ

　

り
行
う
こ
と

③
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
西

　

小
林
児
童
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

　

た
次
の
活
動
を
行
う
こ
と

・
親
子
及
び
世
代
間
の
交
流
、
文

　

化
活
動

・
児
童
養
育
に
関
す
る
研
修
活
動

・
児
童
の
事
故
防
止
等
に
関
す
る

　

活
動

・
そ
の
他
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

　

寄
与
す
る
活
動

◆
応
募
方
法

　

年
間
事
業
計
画
と
収
支
予
算
を

作
成
し
、
子
育
て
支
援
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切　

４
月
27
日（
金
曜
）

●
問

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

22

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

　

年
度
内
年
齢
40
歳
～
75
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
対
象
で
す
。
対
象
者
に

は
、
受
診
券
と
特
定
健
診
実
施
医

療
機
関
一
覧
を
５
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
受
診
券
に

同
封
さ
れ
た
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
林
市
国
保
人
間
ド
ッ

ク
・
国
保
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

人
は
、
ド
ッ
ク
の
内
容
に
特
定
健

診
の
検
査
項
目
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

案
内
が
5
月
初
旬
に
届
き
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
確
認
下
さ
い
。

◆
受
診
期
間

　

６
月
１
日
（
金
曜
）

　

～
平
成
31
年
1
月
31
日（
木
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
心
電
図

◆
受
診
料　

無
料

◆
受
診
方
法

　

特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧

表
に
掲
載
さ
れ
た
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
、
ま
た
は
地
区
体
育
館

等
で
の
集
団
健
診

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
脳
ド
ッ
ク

　

年
度
内
年
齢
35
歳
～
75
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
が
対
象
で
す
。
受
診
を
希

望
す
る
人
は
、
申
込
期
間
内
に
お

近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
の
申
込
窓

口
（
小
林
市
保
健
セ
ン
タ
ー
・
野

尻
庁
舎
住
民
生
活
課
・
須
木
庁
舎

住
民
生
活
課
・
西
小
林
出
張
所
・

紙
屋
出
張
所
）
に
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
国
保
人
間
ド
ッ

ク
・
国
保
脳
ド
ッ
ク
い
ず
れ
か
を

受
診
し
た
方
は
、
定
員
に
か
か
わ

ら
ず
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
間

　

５
月
12
日
（
土
曜
）

　
　

～
５
月
20
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
17
時

※
土
日
は
小
林
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

の
み
申
し
込
み
で
き
ま
す

◆
受
診
定
員
（
予
定
）・
受
診
期

　

間
▼
国
保
人
間
ド
ッ
ク

▽
期
間

　

６
月
１
日
（
金
曜
）

　

～
平
成
31
年
1
月
31
日（
木
曜
）

▽
定
員　

２
０
０
人

▼
国
保
脳
ド
ッ
ク

▽
期
間

　

６
月
１
日
（
金
曜
）

　

～
平
成
31
年
3
月
31
日（
土
曜
）

▽
定
員　

２
５
０
人

◆
受
診
料

　

国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国
保
脳

ド
ッ
ク
と
も
７
０
０
０
円

◆
検
査
項
目　

▼
国
保
人
間
ド
ッ
ク

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
、

心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
透
視
ま

た
は
胃
カ
メ
ラ
、
便
潜
血
反
応

▼
国
保
脳
ド
ッ
ク

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚

部
エ
コ
ー

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

　

小
林
市
の
国
保
の
保
険
証
、
印

鑑
（
認
印
可
、
ネ
ー
ム
ス
タ
ン
プ

不
可
）

●
申
・
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

・
西
小
林
出
張
所

　

℡
27
‐
２
１
８
０　

・
紙
屋
出
張
所

　

℡
46
‐
０
１
０
１

　

障
害
者
雇
用
率
制
度
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

◆
民
間
企
業

　

現
行
２
・
０
㌫
→
２
・
２
㌫

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
等

　

現
行
２
・
３
㌫
→
２
・
５
㌫

◆
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

　

現
行
２
・
２
㌫
→
２
・
４
㌫

◆
留
意
点

①
今
回
の
変
更
に
伴
い
、
民
間
企

業
の
事
業
主
の
範
囲
が
、
従
業
員

　

50
人
以
上
か
ら
従
業
員
45
・
５

　

人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た

　

そ
の
事
業
主
に
は
報
告
等
の
義

　

務
が
あ
り
ま
す
。

②
平
成
33
年
4
月
ま
で
は
、
さ
ら

　

に
０
・
１
㌫
引
き
上
げ
と
な
り

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
３
年
を
経

　

過
す
る
日
よ
り
前
に
、
民
間
企

　

業
の
法
定
雇
用
率
は
２
・
３
㌫

　

に
な
り
ま
す
。（
国
等
も
同
様

　

に
０
・
１
㌫
引
き
上
げ
ら
れ
ま

　

す
）

※
障
害
者
雇
用
納
付
金
の
取
扱
い

　

や
、
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
場

　

合
に
活
用
で
き
る
支
援
制
度
な

　

ど
、
詳
し
く
は
事
業
所
管
轄
の

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
た
ず
ね
く

　

だ
さ
い
。

●
問

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１

短
期
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室
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▼▼
保
健
・
福
祉

特
定
健
康
診
査
お
よ
び

国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国

保
脳
ド
ッ
ク

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

  

情報提供者などに謝礼金
空き家バンク登録受付中

　市では、移住希望者などに、登録さ
れた空き家情報を提供する「空き家バ
ンク制度」を設けています。不動産会
社に取引を依頼されていない売買・賃
貸できる空き家を持っていて、空き家
バンクへの登録を希望する人は、気軽
に連絡ください。
　また、情報提供者に５千円、所有者に
５千円を支払う謝礼金制度もあります。
詳しくは、地方創生課まで問い合わせく
ださい。
◆空き家の改修補助＝空き家の改修など
　（賃貸借契約締結後）に対する補助制
　度もあります（上限 50 万円）。
●問＝地方創生課　℡ 23‐1148

　音訳ボランティア団体「小林朗読友の会」では、視覚障がい
者の方に「広報こばやし」、「お知らせ」、「はなみずき（議会だ
より）」などを音訳したＣＤを制作し、郵送しています。
　家族、知人、友人で視覚障がい者の方がいましたらＣＤの利
用を勧めていただき、ぜひご利用ください。
●問・社会福祉協議会　℡ 23‐３４６６

広報紙などの音訳 CD を利用しませんか

地
域
組
織
活
動
育
成
事

業（
地
域
活
動
ク
ラ
ブ
）

プ
ロ
が
教
え
る
健
康
の

真
常
識
講
座

小
林
中
央
公
民
館
講
座

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１8 年　4 月１日号おしらせ２０１8 年　4 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

障
が
い
者
の
法
定
雇
用

率
の
引
き
上
げ



　

市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
「
さ
と

い
も
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

の
さ
と
い
も
疫
病
大
発
生
以
降
、

収
量
減
な
ど
に
よ
り
農
家
経
営
に

大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
お
り
、
産

地
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
疫
病
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
、
農
薬
購
入
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
、
発
病
前
か

ら
の
定
期
的
な
防
除
を
促
進
し
ま

す
。

◆
補
助
対
象
資
材

①
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

②
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

③
ス
カ
ッ
シ
ュ

※
平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に
購

　

入
し
た
資
材
で
平
成
30
年
作
付

　

の
さ
と
い
も
疫
病
防
除
に
使
用

　

す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
補
助
率

　

購
入
経
費
（
税
抜
）
の

　

3
分
の
1
以
内

◆
申
込
資
格

　

市
内
に
住
所
が
有
る
人

◆
申
込
期
間

　

4
月
2
日
（
月
曜
）

　
　

～
10
月
31
日
（
水
曜
）

※
事
業
量
を
把
握
す
る
た
め
、
早

　

め
の
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
先

　

農
業
振
興
課
、
野
尻
庁
舎
地
域

整
備
課
、
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

※
こ
ば
や
し
農
業
協
同
組
合
で
購

　

入
す
る
場
合
は
各
資
材
窓
口
で

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
（
認
め
）

②
さ
と
い
も
作
付
ほ
場
の
地
番
・

　

面
積
が
分
か
る
も
の

◆
そ
の
他

　

補
助
金
の
交
付
に
あ
た
っ
て
、

領
収
証
な
ど
（
資
材
の
種
類
、
購

入
数
量
、
購
入
日
、
単
価
が
わ
か

る
も
の
）
が
必
要
で
す
の
で
、
資

材
を
購
入
し
た
際
は
必
ず
保
管
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
農
業
振
興

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

た
め
、
4
月
8
日
（
日
曜
）
と
5

月
13
日
（
日
曜
）
を
開
庁
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に

関
す
る
業
務
以
外
は
受
け
付
け
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
開
庁
窓
口　

市
民
課

◆
開
庁
時
間

　

9
時
～
17
時
ま
で

●
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
１
２

　

4
月
1
日
か
ら
次
の
2
点
が
変

わ
り
ま
す
。

①
水
道
事
業
の
経
営
統
合
に
よ
り

　

簡
易
水
道
の
区
分
が
な
く
な
り

　

ま
す
。

・
統
合
に
伴
う
手
続
き
等
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
今
ま
で
通
り
水
道
を

　

使
用
で
き
ま
す
。

・
水
道
料
金
は
従
来
の
ま
ま
で
す
。

②
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

　

で
も
水
道
料
金
の
窓
口
支
払
が

　

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
30
年
4
月
分
か
ら
対
象
と

　

な
り
ま
す
。

●
問
・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　

こ
ば
や
し
マ
ル
シ
ェ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
４
月
・
５

月
は
準
備
の
た
め
、
開
催
を
お
休

み
し
ま
す
。
６
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
開
催
し
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問

・
こ
ば
や
し
マ
ル
シ
ェ

　

実
行
委
員
会

　

℡
27
‐
３
２
８
０

　

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
に
賃
金
の

引
上
げ
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
生
産
性
向
上
を
支
援
す
る
助

成
金
制
度
「
業
務
改
善
助
成
金
」

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ

さ
い
。

●
問

・
宮
崎
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

℡
０
９
８
５
‐
38
‐
８
８
２
１

24

４
月
・
5
月
の
開
庁
日

▼▼　
案　

内
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　 小 林 の 皆 さ ん、
こんにちは！最近、
夜に新燃岳の噴火
を見る機会があり
ました。その眺め
は圧巻でした！（火
山噴火を見たこと
のない）私にとっ
て、その景色は一生にあるかないかのことでした。
ここではまだまだ未知でエキサイティングな出来
事がありますので、この灰や雨が降っていたとし
ても、小林市で 2 年目を迎える事ができるのを
楽しみにしています。

Hello Kobayashi!
Recently, I got to see Shinmoe san's fiery 
eruption at night. It was so amazing! To 
see it with my own eyes was a chance of 
a lifetime. There are still so many exciting 
wonders happening here, so I can even 
enjoy all of this ash and rain as I look 
forward to a second year in Kobayashi!

ALTの『英語コラム』

Volcanic eruptions
火 山 噴 火

　最近は新燃岳が噴火して、日本とフランスの
自然災害について考えるようになりました。フ
ランスにもさまざまな自然災害があります。台
風はありませんが、嵐は年に一回くらいあって、
大雨のときは川が洪水します。他にも湿度が低
い夏のフランスの南は、森林火災がよく起きて
しまいます。フランス・メトロポリテーヌ（ヨー
ロッパにあるフランス共和国領土）には活火山
がありませんので、フランス人にとっては他の
国で起こる現象です。しかし、フランスの一部
である海外県のグアドループやレユニオンとい
う島では活火山があって、最新の噴火は、去年
の７月にレユニオン島で起きた噴火です。

『メロンばなし』

自然災害　　～クリス先生～

マ
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◆
日
程

　

4
月
2
日
（
月
曜
）

　
　

～
5
月
1
日
（
火
曜
）

※
土
日
、
祝
日
は
除
く
。

◆
時
間

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
場
所

　

税
務
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生

活
課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

◆
対
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本
市
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
、
ま
た
は
納
税
義
務
者
の

委
任
を
受
け
た
代
理
人

●
問

・
税
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℡
23
‐
０
１
１
５

賃
金
引
上
げ
を
支
援
す

る
助
成
金
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

小
林
市
水
道
事
業
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変
わ
り
ま
す
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日本語訳
「どげんしたっけ？元気がねが！」
「Fernweh やが。どしてん、もういっどドイ
ツに行たっみろごたいがよ。」

シャネットのドイツ語おもしろ単語帳

【意味】
ホームシックの対
義語。どこか遠く
へ行きたい欲望。

Fernweh（遠方苦痛）

時間外急病診療電話案内

℡23-8212

※医療機関を案内するもので、病気に関す
る相談を受けることはできません。

日曜・祝日
（日曜・祝日は、原則小児科）

19 時から 22 時まで
9 時から 12 時まで

平日夜間

小児救急医療電話相談

℡＃ 8000
ダイヤル回線からは

℡ 0985-35-8855

19 時から翌８時まで365 日

※明らかに緊急を要する急病の場合は、
119 番をご利用ください。



　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
4
月

5
月

水流迫、東方 1・2 3 1
真方１・２・３ 2 2

南西２・３、通り町 4 7
南西１の西、南西４

本町、新生町
5 8

南西１の東、
種子田

6 9

北西１・３、緑町 9 10
北西２、坂元 10 11

西町１・２・３
南島田

12 14

仲町、永田町、
後川内

11 15

細野２・３、
南真方

19 16

細野１、南真方西 20 17
南真方東、

上町、上町西
24 24

上町中、上町東、
上町北

25 25

西堤、南堤 26 29
北堤 27 30

野尻地区
（第 3 日曜）

15 20

須木地区
（第４日曜）

22 27

今月の　これは何ごみ？

「布団」
答えは左のページ。
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　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

１歳６か月健診 4 月 12 日（木） 受付
12：45 ～ 13：15

３歳児健診 4 月 13 日（金） 受付
12：30 ～ 13：15

もぐもぐクッキング 4 月 18 日（水）

離乳初期（受付）
13：15 ～ 13：30
離乳中後期（受付）

14：30 ～ 14：45
1st バースデイ

健康相談
5 月 9 日（水） 受付・要予約

13：00 ～ 13：30

キッズフロア 5 月 9 日（水） 受付
9：30 ～ 11：00

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

4
26 木 まちかど健康相談 小林郵便局 13：30 ～ 15：30
27 金 まちかど健康相談 希望の店 野尻店 13：30 ～ 15：30

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 4 月 5 月
野尻町保健福祉センター 10 日（火）、17 日（火）24 日（火） 1 日（火）、8 日（火）

●けんしん相談会　健康おうえん教室
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

4 月 27 日（金） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

4

15 日
整形外科フレンドクリニック 22-3132

ひろた内科クリニック 25-0550

22 日
西小林診療所 27-1034

沖内科小児科医院 22-4043 

29 日
宮崎医院 22-2841

槇内視鏡内科医院 22-2819

30 月
前田内科医院 22-5802
小林中央眼科 23-5300

5

3 木
すわクリニック 22-6489
桑原記念病院 22-4138 

4 金
内村病院 23-2575

和田クリニック 23-5653 

5 土
園田病院 22-2221 

髙﨑皮膚科医院 22-8521
6 日 整形外科押領司病院 22-3131

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

くらし　4 月１０日～ 5 月９日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

４

10 火 人権・行政・なやみごと 東館１階相談室

10：00 ～ 15：0017 火 人権・なやみごと 東館１階相談室

24 火 人権・なやみごと 東館１階相談室

５
1 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：00
10 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 4 月 15 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 4 月 19 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！　誰かに話してみませんか？
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

4 月 22 日　（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　8：30 ～ 17：15

受付開始日　4 月 10 日（火）

受付締切日　4 月 16 日（月）

　これは何ごみ？答え　
４月１日から、布団類（敷き
布団、掛け布団、こたつ布団
など）は「有料粗大ごみ」に
なります。清掃工場に直接搬
入していただき、重量に応じ
て料金をお支払いください。
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●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
4 月 26 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　税・保険料の納付期限
※納期限は 5 月 1 日（火）です。

固定資産税・都市計画税（1 期）

介護保険料（1 期）
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【場所】小林市細野334‐4 宮崎小林コンタクトセンター

秘書センター株式会社

会社説明見学会＆面接相談会

【日時】

説明見学会だけでもOK！職場の雰囲気や仕事の仕方がわかります！

4月24日(火曜日) 1回目 午後 ３時
4月25日(水曜日) 2回目 午後 ６時
4月26日(木曜日) 3回目 午前１０時

【場所】 小林市細野334‐4（宮崎支社）

【お申し込み】 通話料無料0120‐723‐250まで

日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
まこてよかとこじ

ゃっど
まこてよかとこじ

ゃっど！

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc

株式
会社
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一緒に手話を
学びませんか？
小 林 人 ／
宮 崎 こ ば や し 熱 中 小 学 校 校 長
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原田 　男さん


